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今
年
も
ま
た
、
佐
賀
県
で
の
大
水
害
や
、
千
葉
県
で
の
風

台
風
に
よ
る
長
期
停
電
な
ど
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
で
は
、
長
期
停
電
で
の
対
応
で
「
国
が
リ
エ
ゾ

ン
を･･･

」
な
ど
の
国
の
対
応
の
遅
さ
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
へ
の
批
判
で
あ
る
と
と
も
に
私
た
ち
が
行
っ
て

き
た
災
害
対
応
へ
の
期
待
で
も
あ
り
ま
す
。
国
民
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
も
、
地
方
整
備
局
職
員
の
増
員
を
勝
ち
取
り

ま
し
ょ
う 

 

 

 
 

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
、「
令
和
二
年
度
国
土

交
通
省
組
織
・
定
員
要
求
概
要
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

定
員
要
求
概
要
に
よ
る
と
、
新

規
増
員
要
求
と
し
て
一
，
八
二

九
名
が
明
記
さ
れ
、
内
訳
と
し

て
「
○
防
災
・
減
災
対
策
や
社

会
資
本
の
老
朽
化
対
策
等
の
体

制
強
化 

○
戦
略
的
海
上
保
安

体
制
の
構
築 

○
公
共
交
通
の

安
全
確
保
等
の
体
制
強
化 

○

持
続
的
な
地
域
社
会
の
形
成
及

び
経
済
成
長
を
支
え
る
基
盤
強

化
」
の
四
項
目
【
※
①
】
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
整
備

局
の
職
員
と
し
て
は
、
一
つ
目

の
項
目
「
○
防
災
・
減
災
対
策

や
社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策
等

の
体
制
強
化
」
に
大
き
く
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

 

し
か
し
、
上
段
の
「
一
．
組
織
（
主

要
事
項
）
」
の
な
か
で
は
、
気
象
庁
や

空
港
の
体
制
整
備
は
具
体
に
書
か
れ

る
【
※
②
】
も
の
の
、
地
方
整
備
局

が
果
た
し
た
リ
エ
ゾ
ン
や
テ
ッ
ク
フ

ォ
ー
ス
と
し
て
の
災
害
対
応
は
明
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
わ
せ
て
、
内

閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
令
和

２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
定

員
合
理
化
目
標
に
つ
い
て
（
内
閣
人

事
局
長
通
知
）
」
（
以
下
、
５
ヶ
年
定

員
削
減
計
画
）【
※
③
】
で
は
、
５
年

間
で
一
〇
％
の
「
定
員
合
理
化
目
標
」

（
定
員
削
減
目
標
）
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

 

頻
発
す
る
異
常
気
象
対
応 

地
方
整
備
局
職
員
の
増
員
で 

  

こ
こ
数
年
、
毎
年
の
よ
う
に
テ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ス
派
遣
を
要
す
る
大
災
害

が
全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
で
は
行
政
土
木
技
術
者

が
不
足
し
、
災
害
実
態
の
把
握
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
破

堤
等
に
よ
り
堤
内
地
の
冠
水
が
発
生

す
れ
ば
、
各
地
方
整
備
局
か
ら
派
遣

さ
れ
る
排
水
ポ
ン
プ
車
、
照
明
車
が

大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
リ
エ
ゾ

ン
も
ま
た
、
被
災
自
治
体
に
張
り
付

き
そ
の
自
治
体
と
国
と
の
調
整
連
絡

を
担
う
こ
と
で
迅
速
な
被
災

者
支
援
に
貢
献
し
て
き
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
一
方
で
は
派
遣
元

の
災
害
復
旧
や
公
共
事
業
執

行
を
滞
こ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

派
遣
者
含
め
そ
の
周
辺
職
員

の
超
過
勤
務
等
で
の
奮
闘
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
、
国
土
交
通
省
管

理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
迅
速
に

災
害
対
応
を
行
い
、
国
民
の

「
安
全
・
安
心
」
を
守
る
公

共
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

地
方
整
備
局
の
増
員
を
求
め

て
行
き
ま
す
。
そ
の
為
に
、

本
省
当
局
、
内
閣
人
事
局
、

人
事
院
と
交
渉
会
見
を
積
み
重
ね
職

場
実
態
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
声
を
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
へ
伝
え

て
く
だ
さ
い
。 

 

 

管
理
職
特
別
勤
務
手
当
で
行
っ
た

「
行
政
措
置
要
求
」
に
対
し
、
近
畿

に
引
き
続
き
北
陸
支
部
も
『
勝
利
判

定
』
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

 

本
来
、
休
日
夜
間
に
緊
急
臨
時
的

に
行
わ
れ
る
『
自
宅
』
で
の
業
務
に

対
し
、
国
土
交
通
省
は
「
自
宅
は
支

給
の
対
象
外
」
と
し
ま
し
た
が
、
人

事
院
は
「
支
給
が
妥
当
」
と
の
判
断

を
下
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
業
務

は
防
災
、
交
通
事
故
や
水
質
事
故
対

応
な
ど
臨
時
緊
急
の
業
務
が
非
常
に

多
い
職
場
で
す
。 

こ
の
『
勝
利
判
定
』
で
当
局
の
「
自

宅
は
支
給
の
対
象
外
」
は
完
全
に
覆

り
ま
し
た
。
休
日
・
夜
間
従
事
し
た

職
員
の
“
誇
り
”
は
守
ら
れ
ま
し
た
。

当
局
は
２
度
と
同
様
な
こ
と
を
、
お

こ
な
さ
い
た
め
に
も
当
該
職
員
へ
説

明
と
謝
罪
を
行
い
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
を
求
め
ま
す
。 
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シリーズ第４回 ４.まとめ

国民の期待に応える組織体制の充実と共に管理職員の処遇改善を目指して(案)

■処遇改善のポイント
(1)副所長ポストの７ｃ化を促進させる。
(2)乱立するスタッフポストの職責を整理する。
(3)品質確保、専門職種等の業務集約化のなかでの職
責アップを正当に評価させる。
(4)良い施設を作る「監督・検査」、地元の意見を聞
く「行政相談」ポストを充実させる。

【処遇改善が進まなかった原因】

(1)旧建設省時代からの差別･選別政策

(2)大型公共事業が発注できれば良い

(3)超過勤務「青天井」定数拡大不熱心

(4)場当たり的組織要求

★本省当局の回答は「全体として良くなる

ように」等の繰り返し

【国民・地方自治体の期待を担う】
(1)「安全･安心」の公共事業を提供

(2)発災後、自治体支援、被災住民の生活支援に全

力を挙げれる体制を

(3)社会資本を効率よく長期的に利用できる維持管

理体制

★地方整備局は国民・地方自治体に近く、国民、

地方自治体の声が届く存在。

【期待に応える組織体制】
(1)品質確保体制の充実で公平性、透明性の確

保。監督・検査体制の充実でより良い社会資本

の提供

(2)災害対応組織の設置で即応性の向上。

(3)維持管理予算の確保。点検体制の充実で施

設の長寿命化を

★少子高齢化社会等に対応した安定した社

会資本を提供できる組織に

国民目線を常に意識し業

務を行う。

●予算消化第一主義を改める。

●コンプライアンス意識を持つ。

●地域住民との合意形成を重視

する。

●防災、減災、維持修繕等住民

生活密着事業を最優先。

上司と信頼関係を

築く。チーム一体

での業務運営。

●率直に意見を伝え、信

頼関係を構築。

●課でやる仕事から事務

所組織の仕事へ

部下が経験し成長できる環境

造りを。

●適切な距離感でコミュニケーションを

●自主性を尊重し、失敗を許容する気持

ちで

●目配り気配りを充分に、適切な進捗管

理で指導・助言を

●自分自身も一緒に成長し、常に部下の

手本となる。

関係課、関係自治体と横断

的マネージメントを意識す

る。

●業務は組織で行う。関係各課との

横断的マネージメントを実施する。

●県市町村、関係機関との調整を軽

視しない。リスペクトの気持ちで調

整マネージメントを行う。

５.将来に向けた課題
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